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論文内容の要旨
【廿的】人工膝関節置換術における回旋アライメントの決定には大腿骨担I1はepicondylaraxis、腕骨側は
腔骨結節の内側113を指標と寸・ることが一般的であるが、この一つの指標が一致するかどうかは不明である。
木研究では、 CTをflJ~ 、て女形性膝関節1Ii.:の回旋アライメントの解析を行った。
【対象と方法】変形性膝関節症例83例109膝を対象とした。術前CT画像上で以下の2つの基準線 (A、R)
のなす角度を測定した。A.大腿骨epicondylaraxisを腔骨骨切り出へ投影した直線の垂直二等分線。 B.膝
葦艇の左心・中国内側1/3の点と雁骨左右径の中点Cを結ぷ|白線。これらの直線はそれぞれepicondylaraxis及
び、腔骨結釘jの内側1/3を指標に決定した大腿骨、腔骨コンポーネントの仮怨前後軸である。線Aが線Bより
も内卸1]にあれば(+)とした。
【精巣】線A， B聞の角度は、v均2.6:t5.40(160 ~ー 10つであった。令体としてみると 54膝(49.5%) で 50以
上の相違、 13膝C1UJ%)で100以上の相違を不した。
【考察1-*!!j相違角度は2β。で全体としてみると二つの指標に大きな相違はない。しかし10。以上の相違が
約 l害1)に見られ、最大値としては16。の相違が認められた。つまり一般に用いられている牌骨結節の内側
1/8を指標に腔骨コンポーネントを設置すると、大腿骨コンポーネントlこ対して10例に 1例は10度以上のミ
スマッチが起こり、最大では160にも達する事になる。ノ子岡の結果より人i膝関節置換術の回旋アライメン
トの決定に際して a般に使期される解剖学的ランドマーク白体に大きな誤差ーを生む原因になりうる事が示
唆された。
【結論】 CTを用いて変形性膝関節fifにおける回旋アライメントの解析を行った。平均では一つの指標に大
きな相違はないが、 10例に 1例はミスマッチを生む原凶になりうる。
論文審査の結果の要旨
人工膝関節置換術 (TKA)における回旋アライメントの決定には大腿骨側はepicondylara.xis、腔骨側
は腰骨結節の内側1/3を指標とすることが一般的であるが、この 1つの指標が一致するかどうかは不明であ
る。本研究では、 CTを用いて盆
対象はT、KAの適応となつた変形性膝関節症例8紛3忠者10ω)ゆ9膝(平均年令7刊0.9歳、男性19患者、女性64患者)
である。術時iiCT画像上で以下の2つの某準線(/¥、 B)のなす角度を測定した。 A大腿骨.epicondylaraxis 
を腔骨骨切り面へ投影した直線の毛直一等分線。13.膝荒騰の左右曲目内iHlJ1/3の点と腔骨左右径の巾点Cを結
ぶ直線。これらの直線はそれぞれepicondylar'axis及び、腔骨結節の内i~IJ1I3を指標に決定した大腿骨、腔骨
コンポーネントの仮也前後軸であるo線Aが線臼よりも内側にあればい-)とした。
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結果は、線A，B問の角度は平均2βj:5.40(160~ ー 100 ) であり、二つの指標に大きな相違はなかった。
しかし、全体的にみると(+)側の相違が多い事より、腫骨結節の内側1/3を指標に踏脅コンポーネントを
設置すると、大腿骨コンポーネントに対して腔骨コンポーネントは外旋位に設置してしまう傾向があるこ
とが示された。また、 54膝 (49.5%)で5。以上の相違、 13膝(11.9%)で100以上の相違を示した事より、
一般に崩いられている腔骨結節の内側1/3を指標に腔骨コンポーネントを設置すると、大腿骨コンポーネン
トに対して10例に1例は10度以上のミスマッチが起こり、最大では16。にも達する事が示された。
TKAにおいて適切な回旋アライメントを得ることは、良好な長期成績を得るための重要な因子である。
本研究により、人工膝関節置換術の回旋アライメントの決定に際して、一般に使用される解剖学的ランド
マークでは大きな誤畏が起こり得る可能性が示唆された。
以上の研究は高齢化社会に伴い、今後さらに増加する変形性膝関節症に対する治療法のーつであるTKA
において、寄与するところが大であると考えられるのよって本研究者は、博士(医学)の学位を授与され
るに値すると認められた。
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